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   We report 4 cases of cystic renal cell carcinoma (RCC), one of simple cystic type (case 2) and three 
of multilocular cystic type (case 1, 3 and 4). All cases were diagnosed preoperatively as malignant 
neoplasms on the basis of radiological examinations, including CT scan and angiography. 
Pathological examination revealed that intrinsic cystic growth was the probable cause in the three cases 
of multilocular cystic RCC, while the simple cystic case was probably caused by secondary cyst 
formation as a result of tumor necrosis. Radical nephrectomy was performed in cases 1, 2 and 4 and 
partial nephrectomy in case 3. We recommend nephron-sparing surgery as an option in the 
management of select cystic RCC, given that many cystic RCCs are low grade and enveloped by 
distinct pseudocapsules with fibrous tissues. 
                                             (Acta Urol. Jpn. 43: 719-722, 1997) 












腫瘤を認めたため,当科紹介とな り,精査 ・加療 目的
で同年10月28日入院した.
CTで は,左腎中極 に直径約4cmで 隔壁 を伴 う嚢







径4cmの 球状 の腫瘍 を認 めた.割 面 で嚢 胞壁の一部
に結節性病変 を認 め,嚢 胞 内溶液 は血性であ った.
病 理組織所 見:嚢 胞壁 は明るい胞体 を有す る腫瘍細




患者 は73歳,男性.1995年2月集 団健診 の際,腹 部
超音 波検査 で左 腎に嚢胞状 の腫瘤 を認 めたため,当 科
紹介 とな り,精 査 ・加療 目的で 同年3月28日 入 院 し
た.
CTで は左 腎上極 に直径 約9cmの 嚢胞性 腫瘤 を認
め,嚢 胞壁 の一部 に造影 によ りenhanceされる充実
性 の腫瘤 を認 めた(Fig.2A).また,左 腎動脈造影 で
は,CTで 見 られ た充実性 の部分 に 一 致 して新生血
管の増生 が認 め られた.
以 上 よ り,腎 嚢胞 に合併 した腎癌 と診 断 し,同 年4
月21日根 治的左 腎摘 除術 を施行 した.
病 理組織所 見:単 房性 の嚢胞 内腔 には,壊 死物 質お



















患者 は73歳,男性.1994年3月よ り,某 医で前 立腺
肥大症 に対 し内服治療 されていた.1995年3月,同 医
で施 行 した腹部 超音 波検 査 で右 腎 に腫瘤 を認 め たた
め,当 科紹介 とな り,精 査 ・加 療 目的で同年5月8日
当科入院 となった。
CTで は右腎 中部 に外側 に突 出す る.直 径3cmの
多房性嚢胞状腫瘤 を認めた.隔 壁 の一部 に,造 影 に よ
りenhanceされ る充 実性の腫瘤 を認 めた(Fig.3A).
また,右 腎動脈造影で は右 腎中部外側 に突出する腫瘍
が 認 め られ,腫 瘍 に向 か う新 生 血 管 が 認 め られ た
(Fig.3B).
以上 よ り,多 房性嚢胞状 腎癌 と診 断 し,同 年6月2
日右腎部分切除術 を施行 した.
摘 出標本:腫 瘍 は3.3×3.0×2.7cmで,繊維性 の
被膜 を有 し,割 面 は多房性 嚢胞状で一部 に黄色調 の充
実性腫瘍 を認めた.ま た内容液 は血 性であ った.
病理組織所見:嚢 胞壁 は,淡 明な胞体 を有す る腫瘍
細胞 か らな り,renalcellcarcinoma,alveolartype,
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胞状病変 を指摘 され,精査 目的で同年2月2日 当科紹




CTで は右腎下極 に直径約8cmの 多房性嚢胞状腫






























































病 理 組 織 所 見:嚢 胞 壁 は 腫 瘍 細 胞 で 被 覆 さ れ,re-
nalcellcarcinoma,alveolartype,commontype,
clear㏄llsubtype,G2,INF一α,pT2と 診 断 さ れ た 。
4症 例 と も,現 在 外 来 で 経 過 観 察 中 で あ る が,再 発
転 移 の 徴 候 を 認 め て い な い.
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お り9),腎保存手術が広 く受 け入れ られる傾 向にあ
る.本症報告例のほとんどは,外科的治療 として腎摘
除術が施行 されているが,腫瘍の性質を考慮すれば,
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